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荷姿４４
紙袋
25kg

建築物の耐震補強・高温時施工に高性能を発揮！
グラウト用無収縮材（水和熱抑制タイプ）

当社はグラウト用無収縮材のパイオニアとして、多様化するグラウト工事に対し材料開発・改良を続けております。
「プレタスコンTYPE-M」は、水和熱を低減させます。グラウト厚が比較的厚く、1回の打設が大量となる施工、夏期・高温
時の施行および、耐震補強工事の施工に適しています。

1m3当りの
標準配合

1袋（25）
当りの
標準配合

モルタルの物性例
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公共建築協会評価書

特長

主な適用箇所
●大型機械基礎工事
●建築物の耐震補強工事
●その他グラウト工事

一般仕様
①荷姿：25袋　②セメント砂比C／S：1／2
③外観：セメント系灰白色
④水量範囲：3.5～4.3／1袋（25袋）

標準配合と1袋当りの配合

①施工が容易です。
モルタルの流動性が優れており、空隙のないグラウトを可能にしま
す。現場作業能率が向上し、経済的にも有利です。

②構造物との一体化が図れます。
空隙の発生を招くブリーディング現象がなく、適度の膨張性と長期
に安定した無収縮性により、沈下・収縮を防ぎ、構造物との付着性
を高めます。

③十分な耐力を有します。
若材齢から高い強度を有し、長期強度の発現性に優れます。適切
な養生により、打設後1日～3日で実用強度が得られます。

④高温において品質保持されます。
夏場等の高い温度環境下においても、良質なモルタルが得られま
す。本品はモルタル温度10℃～35℃の範囲でご使用ください。

⑤経済的です。
優れた品質と良好な施工性から、総合的に工事費を削減できます。

⑥マスモルタルでの施工が可能です。
水和熱を低減することで、比較的大きな部位への施工を可能にし
ました。

プレタスコンTYPE-1

プレタスコンTYPE-M

20℃［測定例］
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圧縮強度（N/mm2）
製　品 養生温度

（℃）

51.042.032.519.230

40.226.110.10.65

49.238.931.411.920プレタスコンTYPE-M

1日 3日 7日 28日
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製　品 養生温度
（℃）

6－205－000.400.003.830

24－0017－000.200.004.15

9－007－000.350.003.920プレタスコンTYPE-M

始発 終結
ブリーディング率
（％）

膨張収縮率
（％）

凝結時間（時－分）

製　品

プレタスコンTYPE-M

W/（C+T）
（％）

47.0

（C+T）/S

1/2

目標軟度
J14漏斗流下値
（秒）

8±2

プレタスコンTYPE-M（kg）

25

水（kg）

3.9

練上り
モルタルの量
（ℓ）

約13.0

1m3当たりの
使用量製　品 W/（C+T）

（％） セメント/砂比
目標軟度

J14漏斗流下値
（秒） プレタスコンTYPE-M（kg） 水（kg）

プレタスコンTYPE-M 47.0 1/28±2 1900 298 76袋

単位量（kg/m3）

質量（kg）

［測定例］

［測定例］

使用上の注意点
練混ぜ
●練混ぜ水は、油、塩類、有機物などを含まない清浄な水を使用して
ください。
●使用水量は、材料温度、環境温度、ミキサの形式、練り量などによ
り、変化しますので、あらかじめ試験練りを行って、水量範囲の中で
適正水量を確認してください。
●練混ぜには、モルタル専用高速ミキサか900rpm以上のハンドミ
キサを1分～2分間練混ぜを実施して使用してください。ハンドミ
キサの回転翼はステンレス製や鉄製の物を使用し、アルミ製は異
常膨張の原因となりますので絶対に使用しないでください。
●練混ぜ水が適正な量でない場合、硬化体に異常が生じ、無収縮グラ
ウト材の性能が損なわれますので、指定の水量以外では使用しない
でください。
●J14漏斗流下値にて目標軟度を外れる場合は、上記範囲で水温、
水量の調整を行ってください。

コンクリート表面の清掃
●注入前にコンクリート表面の油類、レイタンス層、泥土を除去すると
ともにコンクリートに十分清水を吸水させてください。

注入・充填
●グラウト注入の前に、周囲の既設コンクリートにプライマーの塗布
または水打ちを実施してください。
●グラウトは、自重圧工法またはポンプ施工により片側から注入・充填

を開始し、流出側からモルタルがあふれ出るまで連続的に注入して
ください。巻込み空気や未充填部が残らないような処置を行ってく
ださい。
●モルタルは高アルカリ性ですので、アルカリ性の環境条件で腐食す
るもの（アルミサッシ等）には、直接モルタルが触れるような施工は
避けてください。

養生
●グラウト施工終了後、モルタル表面を養生マット等で覆って、直射日
光や風の影響を避け、絶えず湿っている状態に保持してください。
冬場等で外気温が低い場合（5℃以下）には保温養生を施してくだ
さい。養生が不足しますとグラウト表面にヘアクラックが生ずること
があります。
●モルタルの露出部分は、急激な乾燥や長期にわたる乾燥によってひ
び割れが発生することがあります。
●圧縮強度測定用の型枠は、内側にハクリ剤を塗付し、モルタル流込
み後は、ラップ等で表面の乾燥を防いでください。

製品の保管上の注意
●普通セメントより吸湿性が高いため、いったん開封したものはその
日のうちに使用してください。
●製品は直射日光、雨水の影響を受けない乾燥した室内に貯蔵保管
してください。

７７

30℃［測定例］
20℃［測定例］
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